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グラフィーを用いて，それぞれの醇素を SOS-PAGEにおいて単一に精製した。酵素活性は，ア

セチル－CoAから生成する CoAのSH基を DTNBで検出する Ellman法を用いて測定した。

〔結果〕 PMMシンターゼは硫安分闘の段階でクエン酸シンターゼと分離し，約700倍まで精

製した。 SephadexG叩100のゲル浦過法で PMMシンターゼの分子量は 90-98K，グエン酸シ

ンターゼのそれは 78Kダルトンであった。 SOS-PAGEによるサプユニットの分子量は PMM

シンターゼが 48K，クエン酸シンターゼは 43Kであり，両酵素とも 2個のサプユニットから成

ると考えられるo両酵素の性質を調べたところ，大きな差異として， PMMシンターゼは2価の

金属イオンを必要とし，クエン酸シンターゼは EDTAにより阻害を受けていないことから，金

属イオンが触媒反応に関与していない点で異なっていた。また， N末から 10数個のアミノ酸配

列を比較したところ，共通点は見い出されなかった。

＊ 東大応徴研
糾明菓薬開研
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Bacillus brevisのEdeineB1変換酵素について

滝沢直美，井関明子，遠藤豊成

〔日本薬学会第 107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 Bacillus brevis TT O 2-8株は Mn2＋含有培地で成育させると edeineB1の変換活性を

示し，脱アミジン反応を行うことが観測される 1)。今回，この変換活性に対する種々の金属イオ

ンの影響について検討すると共に変換酵素の精製を試みた。

〔方法及び結果〕 Mn2＋含有培地を用い TT02-8株の洗浄菌体を調製しedeineB1と反応させ

ると変換成績体として edeineA1及びその分解物である Spotlが生成する。 Mn2＋非合有培地

の洗浄菌体は edeineB1に変換活性を示さないが，反応液に Mn2＋を添加すると edeineB1の変

換活性を示したことにより， Mn2＋が変換の活性化に関与すること，及び変換酵素の介在が示唆

された。本報では本変換反応における種々の金属イオンの影響を検討したところ， Mn2＋の他に

Co2＋添加条件でも edeineB1→edeine A→Spot 1への変換が認められたが， Ni2＋ではSpotlへ
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の変換はわずかであった。 Cu2+, Zn2＋は変換の活性を示さなかった。 Cell“free系においても同

様の結果が観測された。

1) 滝沢他，日本薬学会第106年会講演要旨集 p.288 (1986) 

Blasticidin S deaminaseを生産する Bacilluscereusの

プラスミドのクローニンゲ

小林呑，遠藤豊成，鎌倉高志＊，山口 勇＊，田中陣夫＊＊

〔日本薬学会第107年会（1987年4月，京都）で発表〕

〔目的〕 Bacillus cereusに属するー菌株は， BS-deaminaseを産生し， blasticidinS (BS）に

耐性を示す1)。本菌株はアガロースゲル電気泳動によりプラスミドを含んでいることが認めら

れ，耐性遺伝子との関連性が示唆されてきたヘ本報では，耐性遺伝子のクローン化を行い，他

属での発現について検討したので報告する。

〔方法及び結果〕 B. cereus K 55-S 1のもつプラスミド pBSR8 (10. 5 kb）をベクタ－ pNC602 

に連結して B.subtilis MI 112の形質転換をした結果， BS耐性を示した菌株には BS-deaminase

活性が認められた。同株より clearedlysa te法で抽出したプラスミド pNB79について，制限酵

素による解析を行ったところ， pBSR8由来のー領域と思われる 1.5kbの断片のみが組み込まれ

ていることが認められた。この DNA断片を切り出し， pUC19に連結して E.coilの系での再ク

ローン化を行ったところ， B.subtilis同様に， BS耐性の発現がみられた。これより，本 DNA

断片上に BS-deaminase構造遺伝子 （bsr）が存在するものと考え，現在， DNA塩基配列の決定

及び同遺伝子の諸性質の解析を試みている。

1) 遠藤ら，日本薬学会第103年会講演要旨集 p. 279 (1983) 
2) 遠藤ら，日本薬学会第106年会講演要旨集 p. 288 (1986) 
＊ 理研
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Blasticidin S deaminase構造遺伝子 bsrのクローニンゲ

鎌倉高志＊，小林香，遠藤豊成，田中陣夫＊＊，山口 勇＊

〔日本分子生物学会第9回（1986年12月，名古屋）で発表〕

Blasticidin S (BS）は農業用抗生物質として用いられてきたアミノアシルヌクレオシド系抗生

物質であり，広範な生物種に対して，蛋白質合成阻害活性を有する。 BS耐性株として分離され

た Bacilluscereus K 55-S 1には，不活化酵素 BSdeaminaseをコードした 10.5 kbのプラスミ

ドが存在する1）。このプラスミト百、ら，耐性遺伝子を Bacillussubtilis及びEscherichiacoilにク
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